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草津温泉への行程の変化

昭和初期の草津温泉周辺の主要道路と鉄道

絵はがき「湯の花採取場（湯畑）」部分
　ⅳ期 :1933-45

省営バスで帰郷する客を見送る人びと
東京鉄道局『省線自動車吾妻線案内』1935 年

絵はがき「上州草津高原鉄道　鶴溜附近線路ヨリ浅間遠望」部分
　ⅲ期 :1918-33
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鳥瞰図の案内情報と描写内容の変化

1926 年

1920 年

1932 年 1938 年

1914 年

1856 年 1879 年

1885 年 1888 年

1905 年
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明治後期における草津（1910 年）

　丸数字は表の旅館番号に対応。「吾妻郡草津町郷土誌」付図より作成

「上州草津温泉場略図」(1905 年 ) に描かれた共同浴場と旅館
Ａ：瀧の湯，Ｂ：白旗の湯，Ｃ：熱の湯，Ｄ：鷲の湯，Ｅ：綿の湯，Ｆ：脚気の湯

　Ｇ：地蔵の湯，H：金刀比羅滝，Ｉ：煮川の湯，Ｊ：松の湯，Ｋ：千代の湯

　Ｍ：玉の湯，Ｎ：富の湯，Ｐ：新御座の湯，Ｑ：関の湯

　丸数字は表の旅館番号に対応

  ａ：山本館本多，ｂ：月の井，ｃ：一田屋，ｄ：福栄館，ｅ：桐山二平

明治後期における旅館と共同浴場の分布(1910年）
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絵はがき「時間湯熱之湯外部」（ⅱ期 :1907-18）

戸丸国三郎『上州草津温泉写真帖』日本温泉協会代理部，1914 年熱の湯 ( 上 ) と松の湯 ( 下 ) の変化　左はⅲ期 :1918-33，右はⅳ期 :1933-45

草津温泉の主な共同浴場の変遷 No.6



鳥瞰図に描かれた湯畑周辺の変化

A:瀧の湯Bl:御座の湯B2:白旗の湯c：熱の湯E:綿の湯F:脚気の湯，J :松の湯K:千代の湯

No.45 
1932年t
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』

A:瀧の湯，B:白旗の湯C:熱の湯J:松の湯
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草津の宿泊施設の立地展開

昭和初期における旅館の分布（1940 年）
　Y：湯畑　G：地蔵湯　O：凪の湯　L：瑠璃の湯　KS：草津温泉駅
　『日本温泉大鑑』の一覧をもとに各種鳥瞰図等で位置を確認して作成

宿泊施設とリゾートマンションの分布（2016 年）
　Y：湯畑　OY：大滝乃湯　SR：西の河原露天風呂　BT：バスターミナル 

　草津温泉旅館協同組合資料，大手宿泊検索サイト，草津町役場資料より作成

宿泊施設の収容人員の推移
　「草津町観光要覧」「総合計画」，
　草津温泉旅館協同組合資料より作成
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⼤ 槻 ⽂ 彦 ︵ ⼀ ⼋ 四 七 * ⼀ 九 ⼆ ⼋ ︶ ⼀ ⼋ 七 九 ︵ 明 治 ⼀ ⼆ ︶ 年 九 ⽉ 訪 問  
⼤ 槻 ⽂ 彦 ﹁ 上 ⽑ 温 泉 遊 記 ﹂ ﹃ 復 軒 旅 ⽇ 記 ﹄ 冨 ⼭ 房 ︑ ⼆ * 三 ⼆ ⾴ ︑ ⼀ 九 三 ⼋ 年  
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⽥ ⼭ 花 袋 ︵ ⼀ ⼋ 七 ⼀ ) ⼀ 九 三 〇 ︶ ︐ ⼀ ⼋ 九 三 ︵ 明 治 ⼆ 六 ︶ 年 ︐ ⼀ ⼋ 九 七 ︵ 明

治 三 〇 ︶ 年 ︐ ⼀ 九 ⼀ ⼋ ︵ ⼤ 正 七 ︶ 年 に 訪 問  
⽥ ⼭ 花 袋 ﹁ 草 津 ﹂ ﹃ ⼀ ⽇ の ⾏ 楽 ﹄ 博 ⽂ 館 ︑ ⼆ 七 四 ) ⼆ 七 六 ⾴ ︑ ⼀ 九 ⼀ ⼋ 年  

 

 

 

 

⽥ ⼭ 花 袋 ﹃ 温 泉 め ぐ り ﹄ 博 ⽂ 館 ︑ ⼀ ⼀ ⼋ ) ⼀ ⼆ ⼆ ⾴ ︑ ⼀ 九 ⼀ ⼋ 年  
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は や し ⽣ ︵ 経 歴 不 詳 ︶ ⼀ 九 ⼆ 七 ︵ 昭 和 ⼆ ︶ 年 早 春  
は や し ⽣ ﹁ 草 津 へ の 旅 ﹂ ﹃ 旅 ﹄ ⼀ 九 ⼆ 七 年 四 ⽉ 号 ︑ 七 ⼆ A 七 四 ⾴  
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